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1　試験体

1-1.試験体図

1

2

3

図-1　No.1、2、3 試験体図（概要）

C⊥_Wk_1_180_10

C⊥_Wk_1_180_20

C⊥_Wk_1_180_30
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4

5

図-2　No.4、No.5　試験体図（概要）

C⊥_Wk_1_120_30

C⊥_Wk_1_30_10
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6

7

図-3　No.6、7 試験体図（概要）

C⊥_SS_1_180_30

C⊥_SS_1_30_30
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8

9

10

図-4　No.8、9、10 試験体図（概要）

C⊥_Wk_4_180_2040

C⊥_Wk_4_180_3050

C⊥_Wk_4_180_30
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3-2

2-2

図-5　No.3-2、2-2 試験体図（概要）

C⊥_Wk_1_180_30_N

C⊥_Wk_1_180_20_N
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1-2.製品図(接合具)

1-3.製品図(面材)

図-6　製品図

図-7　製品図
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2　試験方法および各特性値の求め方

2-1.試験方法

写真-1　試験体設置状況

(c) No.8～10

試験加力は引張圧縮万能試験機により、一方向単調加力により行う。

荷重値P(kN)は加力装置に接続されたロードセル（容量;±100kN）により計測し、主材と側材の相対変位δ(mm)は
変位計（容量;100mm）により計測する。

主材と側材の相対変位δは下式による。
・一方の面材側；　　δ(L)＝(δ1+δ2）／2
・もう一方の面材側；δ(R)＝(δ3+δ4）／2　　（δ1～δ4は試験体に設置した変位計の計測値）

(1)試験加力
　試験載荷速度は0.2mm/secとし、加力は試験体が十分な破壊に至るまで行う。

(2)試験体数
　試験は1仕様につき3体ずつ実施した。

(3)特性値の算出
　荷重値は、試験荷重値を試験くぎ本数で除した値(＝くぎ1本あたりの荷重値)とした。
　変位は、上記δ(L)またはδ(R)で、破壊が先行した方を採用した。
　　ただし仕様No.5、No.7においてはδ(L)とδ(R)の平均とした。
　最大荷重値の80%まで低下した時を終局時として評価をする。

図-8　試験方法　概要図

(a) No.1～5 (b) No.6～7
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2-2.包絡線の作成および各特性値の求め方

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

2-3.短期基準接合耐力の算定

原点と（δｙ、Py）を結ぶ直線（第Ⅴ直線）を初期剛性K と定める。

試験により求めた荷重-変位曲線の包絡線より次の手順に従い各特性値を求めた。

包絡線上の0.1Pmaxと0.4Pmaxを結ぶ直線 （第Ⅰ直線） を引く。

包絡線上の0.4Pmaxと0.9Pmaxを結ぶ直線 （第Ⅱ直線） を引く。

包絡線に接するまで第Ⅱ直線を平行移動し、これを第Ⅲ直線とする。

第Ⅰ直線と第Ⅲ直線との交点の荷重を降伏耐力Pｙ とし、この点からX軸に平行に直線（第Ⅳ直線 ）を引く。

第Ⅳ直線と包絡線との交点の変位を降伏変位δｙ とする。

図-9　完全弾塑性モデルによる降伏耐力、終局耐力の求め方

短期基準接合耐力は、降伏耐力Py又は最大荷重の2/3の平均値に、それぞれのばらつき係数を乗じて算出した値のうち小さい方の値とした。
なお、ばらつき係数は、母集団の分布形を正規分布とみなし、統計的処理に基づく信頼水準75％の95％下側許容限界値をもとに次式より求め
た。
ばらつき係数＝１-CV ・ k　　（CV：変動係数、ｋ：定数2.336【ｎ=6の時】）

最大荷重後の0.8Pmax荷重低下域の包絡線上の変位を終局変位δuと定める。
包絡線とX軸及びδu で囲まれる面積をS とする。

第Ⅴ直線と δuと X軸及びX軸に平行な直線で囲まれる台形の面積がSと等しくなるようにX軸に平行な直線（第Ⅵ直線）を引く。

第Ⅴ直線を第Ⅵ直線との交点の荷重を完全弾塑性モデルの降伏耐力と定め、 これを終局耐力Pu と読み替える。

その時の変位を完全弾塑性モデルの降伏点変位δv とする。

μ=(δu/δｖ）を塑性率とする。

Y軸

0.9Pmax
Pu

Py

0.4Pmax

0.1Pmax

δu

Pmax

0.8Pmax

ⅠⅤ Ⅲ Ⅱ

Ⅳ

S（包絡線、x=δu、Ｘ軸で
　　　　　囲まれる部分の面積）

K

Ⅵ

変位

δy δv

荷重

X軸
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3　試験結果

3-1.　No.1、2、3　試験結果

含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3

- 0.53 11.8 0.43 - 0.55

- 0.56 13.1 0.46 - 0.56

- 0.56 13.2 0.46 - 0.56

- 0.58 11.7 0.43 - 0.58

- 0.58 13.7 0.46 - 0.58

- 0.57 12.3 0.47 - 0.57

- 0.57 11.9 0.44 - 0.57

- 0.56 13.1 0.46 - 0.56

- 0.57 13.7 0.47 - 0.57

降伏変位 初期剛性 塑性率
構造特性
係数

Py δy 2/3Pmax δ2/3Pmax Pmax δPmax Pu δu δv K μ Ds

kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ mm kN/cm - -

0.62 0.10 0.71 0.15 1.06 0.74 0.96 1.16 0.16 60.39 7.26 0.27

0.59 0.28 0.72 0.42 1.08 1.36 0.95 1.73 0.45 21.15 3.85 0.39

0.54 0.20 0.67 0.29 1.00 1.01 0.91 1.31 0.33 27.69 4.02 0.38

0.58 0.19 0.70 0.29 1.05 1.03 0.94 1.40 0.31 36.41 5.04 0.35

0.68 0.21 0.89 0.35 1.33 1.06 1.18 1.39 0.36 33.04 3.91 0.38

0.95 0.51 1.19 0.80 1.78 3.12 1.59 4.05 0.85 18.72 4.76 0.34

0.82 0.21 1.06 0.47 1.59 1.82 1.37 2.04 0.35 39.04 5.83 0.31

0.82 0.31 1.05 0.54 1.57 2.00 1.38 2.50 0.52 30.27 4.83 0.34

0.91 0.26 1.09 0.39 1.63 1.65 1.45 2.16 0.41 34.98 5.22 0.33

0.81 0.30 0.97 0.44 1.46 1.66 1.30 2.05 0.47 27.59 4.33 0.36

0.99 0.17 1.17 0.38 1.76 2.21 1.53 2.78 0.27 56.72 10.29 0.23

0.90 0.24 1.08 0.40 1.62 1.84 1.42 2.33 0.39 39.77 6.61 0.31

C⊥_Wk_1_180_10-3

C⊥_Wk_1_180_20-1

C⊥_Wk_1_180_20-2

平均

終局時

C⊥_Wk_1_180_10-2

C⊥_Wk_1_180_10-1

図-10　No.1、2、3　P-δ曲線（試験体相互の比較）

C⊥_Wk_1_180_20-3

平均

C⊥_Wk_1_180_30-3

C⊥_Wk_1_180_30-2

C⊥_Wk_1_180_30-1

平均

表-1　No.1、2、3　試験体仕様および木材　密度、含水率　一覧

面材(L)

10

20 180

面材(R)

No.3

軸材厚み
mm

縁距離
mm

180C⊥_Wk_1_180_10-2

C⊥_Wk_1_180_30-1

C⊥_Wk_1_180_30-2

C⊥_Wk_1_180_30-3

軸材

30 180

試験体記号

表-2　No.1、2、3　特性値　一覧　（くぎ　1本あたり）

降伏時 2/3Pmax時 Pmax時

C⊥_Wk_1_180_10-3

C⊥_Wk_1_180_20-1

C⊥_Wk_1_180_20-2

C⊥_Wk_1_180_20-3

No.1

No.2

試験体
記号

C⊥_Wk_1_180_10-1

0

0.4

0.8

1.2

1.6

2

0 5 10 15

P
 (

kN
)

δ（mm）

C⊥_Wk_1_180_10-1

C⊥_Wk_1_180_10-2

C⊥_Wk_1_180_10-3

C⊥_Wk_1_180_20-1

C⊥_Wk_1_180_20-2

C⊥_Wk_1_180_20-3

C⊥_Wk_1_180_30-1

C⊥_Wk_1_180_30-2

C⊥_Wk_1_180_30-3

面材(L) 面材(R)

軸材
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C⊥_Wk_1_180_10-3

　No.1 　No.2

図－11　No.1、No.2 P-δ曲線 (各試験体　一覧）

C⊥_Wk_1_180_10-1

C⊥_Wk_1_180_10-2

C⊥_Wk_1_180_20-1

C⊥_Wk_1_180_20-2

C⊥_Wk_1_180_20-3
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　No.3

図－12　No.3 P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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3-2.　No.4、5　試験結果

含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3

- 0.58 14.1 0.49 - 0.58

- 0.58 14.8 0.49 - 0.58

- 0.58 14.4 0.49 - 0.58

- 0.57 13.2 0.41 - 0.57

- 0.57 13.7 0.42 - 0.57

- 0.58 14.3 0.42 - 0.59

降伏変位 初期剛性 塑性率
構造特性
係数

Py δy 2/3Pmax δ2/3Pmax Pmax δPmax Pu δu δv K μ Ds

kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ mm kN/cm - -

0.54 0.17 0.71 0.31 1.07 1.74 0.91 1.98 0.29 31.77 6.83 0.28

0.78 0.26 0.99 0.46 1.49 2.19 1.30 2.68 0.44 30.00 6.09 0.30

0.83 0.37 1.03 0.59 1.55 2.03 1.35 2.35 0.59 22.43 3.98 0.38

0.72 0.27 0.91 0.45 1.37 1.99 1.19 2.34 0.44 28.07 5.63 0.32

0.68 0.32 0.95 0.53 1.43 0.86 1.19 0.95 0.56 21.24 1.70 0.65

1.11 0.44 1.14 0.45 1.71 1.38 1.46 1.41 0.57 25.38 2.46 0.51

0.61 0.45 0.88 0.71 1.31 1.22 1.17 1.22 0.87 13.46 1.39 0.75

0.80 0.40 0.99 0.56 1.48 1.15 1.27 1.19 0.67 20.03 1.85 0.64

図-13　No.4、5　P-δ曲線（試験体相互の比較）

C⊥_Wk_1_30_10-3

平均

C⊥_Wk_1_120_30-1

C⊥_Wk_1_120_30-2

C⊥_Wk_1_120_30-3

平均

C⊥_Wk_1_30_10-1

C⊥_Wk_1_30_10-2

表-4　No.4、5　特性値　一覧　（くぎ　1本あたり）

試験体
記号

降伏時 2/3Pmax時 Pmax時 終局時

No.5

C⊥_Wk_1_30_10-1

10 30C⊥_Wk_1_30_10-2

C⊥_Wk_1_30_10-3

面材(R)

No.4

C⊥_Wk_1_120_30-1

30 120C⊥_Wk_1_120_30-2

C⊥_Wk_1_120_30-3

表-3　No.4、5　試験体仕様および木材　密度、含水率　一覧

試験体記号
縁距離

mm
軸材厚み

mm

面材(L) 軸材

0

0.4

0.8

1.2

1.6

2

0 5 10 15

P
 (

kN
)

δ（mm）

C⊥_Wk_1_120_30-1

C⊥_Wk_1_120_30-2

C⊥_Wk_1_120_30-3

C⊥_Wk_1_30_10-1

C⊥_Wk_1_30_10-2

C⊥_Wk_1_30_10-3

面材(L) 面材(R)

軸材
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C⊥_Wk_1_120_30-3

　No.4 　No.5

図－14　No.4、5　P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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3-3.　No.6、7　試験結果

含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3

- - 13.1 0.46 - -

- - 13.9 0.46 - -

- - 13.1 0.47 - -

- - 15.3 0.41 - -

- - 14.3 0.42 - -

- - 15.5 0.46 - -

降伏変位 初期剛性 塑性率
構造特性
係数

Py δy 2/3Pmax δ2/3Pmax Pmax δPmax Pu δu δv K μ Ds

kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ mm kN/cm - -

1.18 1.44 1.32 1.69 1.98 3.50 1.74 4.32 2.13 8.19 2.03 0.57

1.15 0.81 1.42 1.12 2.12 2.52 1.82 3.00 1.28 14.20 2.34 0.52

- - 1.00 1.29 1.50 3.38 - - - - - -

1.17 1.13 1.25 1.37 1.87 3.13 1.78 3.66 1.71 11.20 2.19 0.55

※平均値は算出された特性値のみによる

1.14 1.31 1.62 2.24 2.43 3.88 1.97 4.08 2.28 8.65 1.79 0.62

- - 1.35 2.20 2.02 3.04 - - - - - -

- - 1.72 2.50 2.58 4.28 - - - - - -

1.14 1.31 1.56 2.31 2.34 3.73 1.97 4.08 2.28 8.65 1.79 0.62

※平均値は算出された特性値のみによる

表-5　No.6、7　試験体仕様および木材　密度、含水率　一覧

試験体記号
縁距離

mm
軸材厚み

mm

面材(L) 軸材 面材(R)

No.6

C⊥_SS_1_180_30-1

30 180C⊥_SS_1_180_30-2

C⊥_SS_1_180_30-3

No.7

C⊥_SS_1_30_30-1

30 30C⊥_SS_1_30_30-2

C⊥_SS_1_30_30-3

表-6　No.6、7　特性値　一覧　（くぎ　1本あたり）

試験体
記号

降伏時 2/3Pmax時 Pmax時 終局時

C⊥_SS_1_30_30-3

平均

図-15　No.6、7　P-δ曲線（試験体相互の比較）

C⊥_SS_1_180_30-1

C⊥_SS_1_180_30-2

C⊥_SS_1_180_30-3

平均

C⊥_SS_1_30_30-1

C⊥_SS_1_30_30-2

0

0.6

1.2

1.8

2.4

3

0 5 10 15 20

P
 (

kN
)
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C⊥_SS_1_180_30-3

C⊥_SS_1_30_30-1

C⊥_SS_1_30_30-2

C⊥_SS_1_30_30-3

面材(L) 面材(R)

軸材

3-146



C⊥_SS_1_180_30-3

　No.6 　No.7

図－16　No.6、7　P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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3-4.　No.8、9、10　試験結果

含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3

- 0.58 11.6 0.44 - 0.59

- 0.59 13.9 0.48 - 0.59

- 0.60 13.7 0.48 - 0.60

- 0.60 11.8 0.44 - 0.61

- 0.60 13.7 0.48 - 0.60

- 0.60 13.4 0.48 - 0.60

- 0.61 13.5 0.48 - 0.61

- 0.62 13.2 0.48 - 0.62

- 0.62 17.0 0.48 - 0.62

降伏変位 初期剛性 塑性率
構造特性
係数

Py δy 2/3Pmax δ2/3Pmax Pmax δPmax Pu δu δv K μ Ds

kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ mm kN/cm - -

- - 0.68 0.30 1.02 1.18 - - - - - -

0.70 0.34 0.73 0.36 1.10 0.94 0.97 3.83 0.47 166.22 8.18 0.26

0.70 0.24 0.75 0.26 1.12 1.00 1.02 1.51 0.34 237.03 4.43 0.36

0.70 0.29 0.72 0.31 1.08 1.04 0.99 2.67 0.41 201.63 6.31 0.31

※平均値は算出された特性値のみによる

0.84 0.22 0.79 0.18 1.19 1.67 1.06 2.48 0.27 311.16 9.04 0.24

0.83 0.35 0.99 0.48 1.49 1.43 1.32 1.43 0.56 187.76 2.54 0.50

0.81 0.39 0.95 0.54 1.43 1.79 1.28 2.95 0.63 163.76 4.73 0.34

0.82 0.32 0.91 0.40 1.37 1.63 1.22 2.29 0.49 220.89 5.44 0.36

0.86 0.42 0.93 0.50 1.40 1.94 1.24 2.85 0.60 164.01 4.73 0.34

0.94 0.38 1.15 0.66 1.73 2.36 1.54 4.22 0.62 200.45 6.87 0.28

1.01 0.45 1.11 0.56 1.66 2.57 1.47 3.13 0.66 178.19 4.73 0.34

0.94 0.42 1.06 0.57 1.60 2.29 1.42 3.40 0.63 180.88 5.44 0.32

表-7　No.8、9、10　試験体仕様および木材　密度、含水率　一覧

試験体記号
縁距離

mm
軸材厚み

mm

面材(L) 軸材 面材(R)

No.8

C⊥_Wk_4_180_30-1

30 180C⊥_Wk_4_180_30-2

C⊥_Wk_4_180_30-3

No.9

C⊥_Wk_4_180_2040-1

20/40 180C⊥_Wk_4_180_2040-2

C⊥_Wk_4_180_2040-3

No.10

C⊥_Wk_4_180_3050-1

30/50 180C⊥_Wk_4_180_3050-2

C⊥_Wk_4_180_3050-3

C⊥_Wk_4_180_2040-2

表-8　No.8、9、10　特性値　一覧　（くぎ　1本あたり）

試験体
記号

降伏時 2/3Pmax時 Pmax時 終局時

C⊥_Wk_4_180_30-1

C⊥_Wk_4_180_30-2

C⊥_Wk_4_180_30-3

平均

C⊥_Wk_4_180_2040-1

図-17　No.8、9、10　P-δ曲線（試験体相互の比較）

C⊥_Wk_4_180_2040-3

平均

C⊥_Wk_4_180_3050-1

C⊥_Wk_4_180_3050-2

C⊥_Wk_4_180_3050-3

平均
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C⊥_Wk_4_180_2040-1

C⊥_Wk_4_180_2040-2

C⊥_Wk_4_180_2040-3

C⊥_Wk_4_180_3050-1

C⊥_Wk_4_180_3050-2

C⊥_Wk_4_180_3050-3

面材(L) 面材(R)

軸材

3-148



C⊥_Wk_4_180_30-3

　No.8 　No.9

図－18　No.8、9 P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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　No.10

図－19　No.10　P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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3-5.　No.3-2、2-2　試験結果

含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3 含水率% 密度g/cm3

- 0.58 13.6 0.48 - 0.58

- 0.58 14.1 0.48 - 0.58

- 0.58 15.9 0.48 - 0.58

- 0.60 13.6 0.48 - 0.57

- 0.60 14.1 0.48 - 0.59

- 0.60 15.9 0.48 - 0.59

降伏変位 初期剛性 塑性率
構造特性
係数

Py δy 2/3Pmax δ2/3Pmax Pmax δPmax Pu δu δv K μ Ds

kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ kN ㎜ mm kN/cm - -

1.43 0.94 1.96 3.93 2.94 11.71 2.57 21.02 1.69 15.18 12.41 0.20

1.41 0.93 1.88 3.62 2.82 13.83 2.47 21.39 1.62 15.27 13.24 0.20

1.36 0.99 1.92 3.50 2.87 11.97 2.40 15.55 1.74 13.74 8.92 0.24

1.40 0.95 1.92 3.69 2.88 12.50 2.48 19.32 1.68 14.73 11.52 0.21

1.35 1.08 1.74 2.71 2.61 10.53 2.29 17.55 1.84 12.46 9.54 0.24

1.27 1.07 1.63 3.54 2.44 11.13 2.09 16.08 1.75 11.91 9.18 0.24

1.32 1.04 1.69 3.09 2.53 11.82 2.17 18.79 1.70 12.76 11.06 0.22

1.32 1.06 1.69 3.11 2.53 11.16 2.18 17.47 1.76 12.38 9.93 0.23

表-9　No.3-2、2-2　試験体仕様および木材　密度、含水率　一覧

試験体記号
縁距離

mm
軸材厚み

mm

面材(L) 軸材 面材(R)

No.3-2

C⊥_Wk_1_180_30_N-1

30 180C⊥_Wk_1_180_30_N-2

C⊥_Wk_1_180_30_N-3

No.2-2

C⊥_Wk_1_180_20_N-1

20 180C⊥_Wk_1_180_20_N-2

C⊥_Wk_1_180_20_N-3

表-10　No.3-2、2-2　特性値　一覧　（くぎ　1本あたり）

試験体
記号

降伏時 2/3Pmax時 Pmax時 終局時

C⊥_Wk_1_180_20_N-3

平均

図-20　No.3-2、2-2　P-δ曲線（試験体相互の比較）
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面材(L) 面材(R)
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C⊥_Wk_1_180_30_N-3

　No.3-2 　No.2-2

図－21　No.3-2、2-2　P-δ曲線 (各試験体　一覧）
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3-6.　試験結果　特性値　一覧

表-11　試験結果　特性値　一覧

降伏変位 初期剛性

Py δy 2/3Pm δ2/3Pm Pmax δPmax Pu δu δv K

(平均） (平均） (平均） (平均） (平均） (平均） (平均） (平均） (平均） (平均）

kN mm kN mm kN mm kN mm mm kN/cm

1 0.58 0.19 0.70 0.29 1.05 1.03 0.94 1.40 0.31 36.41

2 0.82 0.31 1.05 0.54 1.57 2.00 1.38 2.50 0.52 30.27

3 0.90 0.24 1.08 0.40 1.62 1.84 1.42 2.33 0.39 39.77

4 0.72 0.27 0.91 0.45 1.37 1.99 1.19 2.34 0.44 28.07

5 0.80 0.40 0.99 0.56 1.48 1.15 1.27 1.19 0.67 20.03

6 1.17 1.13 1.25 1.37 1.87 3.13 1.78 3.66 1.71 11.20

7 1.14 1.31 1.56 2.31 2.34 3.73 1.97 4.08 2.28 8.65

8 0.70 0.29 0.72 0.31 1.08 1.04 0.99 2.67 0.41 201.63

9 0.82 0.32 0.91 0.40 1.37 1.63 1.22 2.29 0.49 220.89

10 0.94 0.42 1.06 0.57 1.60 2.29 1.42 3.40 0.63 180.88

3-2 1.40 0.95 1.92 3.69 2.88 12.50 2.48 19.32 1.68 14.73

2-2 1.32 1.06 1.69 3.11 2.53 11.16 2.18 17.47 1.76 12.38

終局時降伏時 2/3Pmax時 Pmax時

C⊥_Wk_1_180_30

C⊥_Wk_1_180_20

C⊥_Wk_1_180_10

試験体記号No.

C⊥_Wk_1_180_30_N

C⊥_Wk_1_180_20_N

C⊥_Wk_4_180_3050

C⊥_Wk_4_180_2040

C⊥_Wk_4_180_30

C⊥_SS_1_30_30

C⊥_SS_1_180_30

C⊥_Wk_1_30_10

C⊥_Wk_1_120_30
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4　試験後　写真

No.1　C⊥_Wk_1_180_10

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-4　「C⊥_Wk_1_180_10　解体後」 写真-5　「C⊥_Wk_1_180_10　解体後」

写真-2　「C⊥_Wk_1_180_10　試験終了後」 写真-3　「C⊥_Wk_1_180_10　試験終了後」

3-154



No.2　C⊥_Wk_1_180_20

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-8　「C⊥_Wk_1_180_20　解体後」 写真-9　「C⊥_Wk_1_180_20　解体後」

写真-6　「C⊥_Wk_1_180_20　試験終了後」 写真-7　「C⊥_Wk_1_180_20　試験終了後」
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No.3　C⊥_Wk_1_180_30

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-12　「C⊥_Wk_1_180_30　解体後」 写真-13　「C⊥_Wk_1_180_30　解体後」

写真-10　「C⊥_Wk_1_180_30　試験終了後」 写真-11　「C⊥_Wk_1_180_30　試験終了後」
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No.4　C⊥_Wk_1_120_30

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-16　「C⊥_Wk_1_120_30　解体後」 写真-17　「C⊥_Wk_1_120_30　解体後」

写真-14　「C⊥_Wk_1_120_30　試験終了後」 写真-15　「C⊥_Wk_1_120_30　試験終了後」

3-157



No.5　C⊥_Wk_1_30_10

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-20　「C⊥_Wk_1_30_10　解体後」 写真-21　「C⊥_Wk_1_30_10　解体後」

写真-18　「C⊥_Wk_1_30_10　試験終了後」 写真-19　「C⊥_Wk_1_30_10　試験終了後」
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No.6　C⊥_SS_1_180_30

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-24　「C⊥_SS_1_180_30　解体後」 写真-25　「C⊥_SS_1_180_30　解体後」

写真-22　「C⊥_SS_1_180_30　試験終了後」 写真-23　「C⊥_SS_1_180_30　試験終了後」
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No.7　C⊥_SS_1_30_30

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-28　「C⊥_SS_1_30_30　解体後」 写真-29　「C⊥_SS_1_30_30　解体後」

写真-26　「C⊥_SS_1_30_30　試験終了後」 写真-27　「C⊥_SS_1_30_30　試験終了後」

3-160



No.8　C⊥_Wk_4_180_30

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-32　「C⊥_Wk_4_180_30　解体後」 写真-33　「C⊥_Wk_4_180_30　解体後」

写真-34　「C⊥_Wk_4_180_30　解体後」

写真-30　「C⊥_Wk_4_180_30　試験終了後」 写真-31　「C⊥_Wk_4_180_30　試験終了後」
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No.9　C⊥_Wk_4_180_2040

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-35　「C⊥_Wk_4_180_2040　試験終了後」 写真-36　「C⊥_Wk_4_180_2040　試験終了後」

写真-39　「C⊥_Wk_4_180_2040　解体後」 写真-40　「C⊥_Wk_4_180_2040　解体後」

写真-37　「C⊥_Wk_4_180_2040　試験終了後」 写真-38　「C⊥_Wk_4_180_2040　解体後」
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No.10　C⊥_Wk_4_180_3050

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

※釘支圧による木材のめくりあがり ※釘支圧による木材のめくりあがり

写真-41　「C⊥_Wk_4_180_3050　試験終了後」 写真-42　「C⊥_Wk_4_180_3050　試験終了後」

写真-43　「C⊥_Wk_4_180_3050　試験終了後」 写真-44　「C⊥_Wk_4_180_3050　解体後」

写真-45　「C⊥_Wk_4_180_3050　解体後」 写真-46　「C⊥_Wk_4_180_3050　解体後」
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No.3-2　C⊥_Wk_1_180_30_N

※釘の引き抜け ※釘の引き抜け

※釘の引き抜け ※釘の引き抜け

※釘の引き抜け

写真-51　「C⊥_Wk_1_180_30_N　解体後」

写真-49　「C⊥_Wk_1_180_30_N　解体後」 写真-50　「C⊥_Wk_1_180_30_N　解体後」

写真-47　「C⊥_Wk_1_180_30_N　試験終了後」 写真-48　「C⊥_Wk_1_180_30_N　試験終了後」
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No.2-2　C⊥_Wk_1_180_20_N

※釘の引き抜け ※釘の引き抜け

※釘の引き抜け ※釘の引き抜け

※釘の引き抜け

写真-56　「C⊥_Wk_1_180_20_N　解体後」

写真-54　「C⊥_Wk_1_180_20_N　解体後」 写真-55　「C⊥_Wk_1_180_20_N　解体後」

写真-52　「C⊥_Wk_1_180_20_N　試験終了後」 写真-53　「C⊥_Wk_1_180_20_N　試験終了後」
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